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雪国秋田のいえ
奨　励　賞第6回

●地域性への配慮事項
　雪国ではあるが、日本海からの季節風で積雪量も多くは無い。

　秋田市内の郊外ではあるが住宅が建ち並んでいる。

●作品の概要
①事業主体：佐藤了。設計者：田中勝昭。施工者：河田工務店

②敷地面積：548.71 ㎡。建築面積　128.22 ㎡。

   延べ床面積：１階 111.78㎡、２階64.17㎡、合計175.95㎡。

　階数・構造：木造 2 階建て。型式 ( 戸建住宅 )

●作品の特色
テーマ　『結 ( よ ) いっこ』活動の継続、

　　　　まち再生 ( つくり ) と住まい造り

 【わが地域の背景】
　秋田県北部に位置する能代市二ツ井町は、昔から日本三大美林

の一つである「天然秋田杉」の里でもあり、林業「天然秋田杉」

と農業「米」が、主な地場産業として栄えてきた。昭和３０年頃

までには、人口比率で約６０％が林材業や木工業に携わっていた

が、現在では、その担い手となる「ひと」の激減で、職種の継続

すら危うくなっている。その主力の地場産業である木材産業の低

迷が、商工業や農業などにも大きく影を落とし、商店街通りも

シャッター街通りに変貌して、小さな「まち」が衰退しながら現

在に至っている。

　このような「まち」の現状から、永年住まってきたこの地域が、

現在では、地域に愛着をもてない無関心感が広がり、まちを再生

する活動を普及させるには困難な社会環境に変貌してきた。

【「結 ( よ ) いっこ」とは？】
　「結 ( よ ) いっこ」とは、秋田県北部の方言であり、一般には、「結

( よ ) い」と言う。金銭授受を伴わない地域による助け合いの慣

行を言い、「皆で助け合いながら暮らそう」という地域体の発露

である。

　現代では、社会情勢も様変わりし、地域との結びつきが少なく

なり、近隣関係に無関心な社会環境となっていて、昔のような「結

( よ ) いっこ」を取り戻すのは困難なので、現代型「結 ( よ ) いっ

こ」を提案しながら、まちを再生したいと思い活動している。

【「もの・ひと・きずな」をテーマに活動】
　現代型「結 ( よ ) いっこ」とは、

１. 地元の「もの」を使う。-------------- 地元の自然素材を使う。

２. 地場の「ひと」で造る。------------ 地場の職人で造る。

３. 地域の「きずな」を強める。-------- 地域の景観を守る。

　つまり、地域の木造建築物は、地元の「もの」や「ひと」、そ

して「きずな」で造り、その地域のまちなみや気候風土にあった

住まい造りや、まち再生に貢献したいとの思いなのである。

【現代型「結 ( よ ) いっこ」による活動】
　このような事から、自分は、２０年程前から「結 ( よ ) いっこ」

活動を始めた。公共建築物である小・中学校、秋田県立大学木材

高度加工研究所の実験住宅、町営住宅、集会所、白神山地展望荘、

道の駅、駐在所、農産物直売所や個人の住宅建築に至るまでの総

てに力を入れ込んだ。だが、今でもこの活動の良さを理解してい

るにもかかわらず、参画する人はいない。

　その要因の一つとしては、市場原理として「売れやすい住宅」

が主流となり、社会性を持った地域型住まい造りや地場の素材、

地元の職人の技や絆は、枠外となり、敬遠されてきた。その流れ

は、現在でも続いている。結果的には、地元の「スギ」は使われ

ず、地元の「技」は継承されず、地域との絆も軽薄になり、まち

の「景観」までもが様変わりした。

【これからの現代型「結 ( よ ) いっこ」活動の意義と想い】
　地域の「建築デザイン」とは、地場の「もの・ひと・きずな」

から生み出され、その建築デザインが集落となり、その集落の集

合体が地域に広がり、長年にかけて住まい続けたその成果として、

地域全体のデザインが形成されると思っている。

　持続する循環型地域社会としては、地場産業（もの）の活性化

が根底に流れているうえで、その地域の気候風土に適した住まい

造り（ひと）のデザインが、程よい決まり事（きずな）をお互い

が尊重し合い、誇りを持って住まう事が、その地域の景観であり

特徴となって「地域デザイン」と称するようになるのである。

　わが「まち」の現状もすぐに変える事は出来ない。だが、活動

を継続しながら、一人でも多くの人に呼びかけて一緒に「すまい

づくり・まちづくり」をできることを思いながら「結（よ）いっ

こ」活動を続けている。

　まだまだ、先は遠く足踏み状態ではあるが、将来的には、「まち」

を再生できる事を深く信じて心に想っている。『継続は、力なり』

●「雪国 秋田のいえ」の特徴
【意匠計画】
・ 切妻大屋根５寸勾配で、天秤梁形式の小屋組を妻面に見せる。

・ 前面に切妻の下屋を沿わせ、外観は伝統和風の趣に。

・ 柱配置の格子グリットを明快に設定。間取りはこれに添わせて。

・１階はパブリック、２階はプライベートに機能区分。内部の軸

組構造は原則アラワシに。

・ 玄関まわりに雪国特有の土縁（ドエン）の趣を。

【構造・構法計画】
・ 伝統的木組みと伝統型接合部で軸組を構成。柱・梁ともやや太

径木を使用。

・ 基本となる軸組フレームには、通し柱（135 角から 180 角）

の 12 本を使用。

・ 水平耐力は伝統的木組みと伝統的土塗り壁と杉厚板の柱間落し

板で確保。筋交いは使わず。

・ 土壁下地は秋田特有の標準的工法で、杉の間渡しに杉の小舞を

組む。この地域では、20 年ぶりに土壁工法を継承。

・ 水平構面の剛性と強度は、杉の厚板張り床で確保。火打ちは使

わず。

・ 通し柱の脚柱固定は、土台を大入れして引抜力に対処。

・ 床下には湿気防止に細粒天然ゼオライトを敷詰め、独立柱下に

はゼオライト石塊を基礎石として設置し、ゼオライトで木材の腐

朽を防止。

・ 床下通風は、対流型とし、土台防腐のため、浮かし土台でクリ

板のパッキンを挿入。そのすき間から、湿気を外気に放出。

・ 柱と通し貫には、改良を加えた自作の「楔」で固定。

【材料と職人の選択】
・米代川流域の秋田杉、特に中目材を使用。柱・梁・間柱・屋根

板などの全てに使用。

・ 二ツ井産の天然ゼオライト、地場の土とワラを使用。

・ 外壁塗装には、植物油が主成分の浸透性塗料を採用。

・ 断熱と蓄熱には土と厚板と空気層、そして羊毛（ウール）で確保。

・ 大工棟梁を始め地場の職人と技術者を選択。

【自然エネルギーの利用】
・ 自然通風を考え、どの部屋も可能な限り２方向に開口を確保。

とくに上下の通風にも配慮。

・ 軒の出を深くし、真冬の日射を制御。これは外壁材の保護にも

貢献。

・ 太陽熱温水器（真空管式円筒型、240 ﾘｯﾄﾙ）で給湯の補助を。

・ 太陽光住宅発電（多結晶方式、3.92Kw）で電力供給の補助を。

・ 屋根からの雨水を集水し、菜園散水と掃除水に利用。

・ 高性能合併浄化槽からの生活排水を中水工事で、トイレの流し

水や菜園散水に再利用。

・ 流し台は木製品、浴室や浴槽は青森ヒバで造る。

【地場の天然ゼオライトを活用】
・20 年程前から、地場産業活性

化を想い「天然ゼオライト」を

住まい造りに活用出来ないか実

験棟などで研究している。研究

結果から、柱下の基礎石や粒状

にして床下に敷きこみ床下の調

湿作用やシロアリ対策などに効

果を上げている。

【生活排水から中水工事でトイレの流し水に　写真 A】
【床下湿気防止に対流型上下換気口　写真 B】
【脚柱の継手を事前に考慮しておく　写真 C】

居間から吹抜けを見る※

道路面から見る※

玄関から和室を見る※

2 段梁の継手

居間から台所を見る

2 階部分を見る

約 180 年前の古民家の基礎石 ( ゼオラ
イト )。大引きなどは激しく腐朽してい
るが、基礎石と床束の接着部の腐れは全
く無かった。

【柱と貫の仕口を改良型楔で固着】

大黒柱と 4 方向土台と
の仕口。土台大入れ差し
で固着している

隅の通し柱と土台との
仕口。大入れホゾ差し。
割楔で締めつけている。

【通し柱の脚柱と土台の大入れホゾ
差し仕口で固着】

楔の変化点に柱
を固定して左の
楔を打ち込む

芝　生

再利用排水層

　　　浄化層からの浄化水を、便所の洗浄水、

　　　菜園、庭、洗車用の散水用に再使用。
1階　平面図　1/100

ユーティ
リテー 勝手口

玄関

食品庫

食堂

風除室

土縁

掘コタツ

道　　　　　路

　アプローチ

居間

サービス
ヤード

大黒柱

雨水タンク

3640 3640 3640

3
64

0
3
64

0
2
73

0
3
64

0

3640 3640

3
64

0
3
64

0
2
73

0
3
64

0

高性能合併浄化層

（BOD 10ppm）

菜　園

（土壌改良材として天然ゼオライトを混ぜ合わせる。）

コンポスト

約1.5Km　離れた日本海側からの季節風
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蓄熱式床暖房（ボイラー使用不棟液循環方式）　

　　　蓄熱を考慮した省エネルギー暖房方式。

太陽温水器

　　　真空管式円筒型　240・。

太陽光住宅発電

　　　多結晶方式、屋根据置型、3.92ｋＷ。

棟　換気孔

床下調湿脱臭材

　　　二ツ井産天然ゼオライト敷　t=50と、

　　　通風との相乗効果で湿気を取り除きながら

　　　ダニ、カビ、白蟻防除。

居間
床の間和室6帖

階段室
吹抜

10

5

床下換気対流方式

　　　浮かし土台工法と

　　　下部床下換気口に

　　　　よる対流型換気。

妻側外壁換気口　　　自動開閉記憶合金付換気口

　　　　　　　　12°C　で全閉、23°C　で全開、

　　　　　　　　東、西側2箇所設置により通風。

テラス　、ベランダ

　　　居間（居室）と同レベルなので

　　　居住空間を外部空間と一体とし

　　　て使用することができ、特に高

　　　齢者や障害者には過保護になら

　　　ず自立できるスペースとなり自

　　　然を堪能。

　　　

大
黒

柱

蓄熱壁として土壁　シックイ塗壁

　　　杉板　t=30を、採用。

伝統的木組み構法（米代川流域の秋田杉中目材で

　　　　　　　　　天然乾燥方式での節あり材を採用。）

　　　　　　　

風

断面詳細図　　1/75

木製断熱アルミサッシ

内障子・カーテン

南面の大きな開口部から

取り入れる自然光。

凍結深度　約45・とし深め施工。

2階床　 杉板　t=30　木繊維セメント板　t=30下地

　　　　（振動・遮音防止材）

1階床　 杉板　t=15　床暖房配管スペース

　　　   杉板　t=30下地　2等材

1階壁　 秋田型土壁　耐力壁

天井　　杉板　t=15　2等材

断熱材は床・壁・天井すべてウール材

2階壁    杉落し板（車知栓入り）耐力壁   t=30

屋根板　杉板　t=30　2等材

収納・押入は、杉板　t=15　2等材

主な仕上げ

風

・貫の楔打ちには、一般に上図の二種類あるが、貫と柱の接地面では、隙間
　が生じる不具合がある。ほとんど、大工職人の「感」に頼っていた。
　ましてや、維持管理や修繕作業では、住まい手の楔の打込みもあり、誰でも、
　簡単に性能を発揮できるような、楔打ちが求められる。

・楔の形態を二種類、作る。
・下図のように右楔を、柱巾寸法分を「くの字」の形態に作る。その変化点
　に柱を合わせて、設置し、左楔を打込み締め付ける。「くの字」の変化点ま
　で左楔を打込む。
　貫と柱の接地断面の全体を締付けるので性能を確保できる。

・右楔の位置を固定するので、左楔の打込み具合いがすぐに解り、施工性が良い。また、

　楔の周辺も隙間もなく貫と柱の全体を締付けるので、めり込み抵抗にも安定的である。

・ゆえに、誰にでも簡単に、維持管理や修繕作業が可能となり、本来の性能も発揮できる。

・楔の材質は、貫材（杉材）と同材を使用する。古民家などを調査した結果でもある。

　堅木の楔を使った貫工法使用の実大耐力壁実験後の試験体を目視すると、楔が辷り

　飛ぶ可能性もあるので同材を使っている。

B. 床下の湿気を有効に放出
するために、上（浮かし土台）
下（床下換気口）から対流
させて外気に放出させる。

C. 玄関の入口柱は、柱脚と床面
との設置面が腐朽する。最初か
ら、継手を作って後の後の修繕
に対応出来るようにした。

A. 中水工事の外観

【実大実験に参画】

継ぎ手の位置

秋田県立木材高度加工
研究所で立体落し板壁
の耐力試験風景。

近畿大学で土壁の
耐力試験風景。

1 階平面図 2 階平面図 ロフト平面図 断面詳細図

※撮影者：吉田誠


